






要約:茨城県における三形態の遺伝相談の実態を報告した。1)保健所、市町村を窓口にし

た遺伝相談を実施している茨城県母子保健センターでは特殊検査が必要な単因子遺伝病の

遺伝相談は少なく多因子性疾患や遺伝性が明確にできない疾患,あるいは疾患と直接関係

のない相談などが多かった。2)地域基幹病院として遺伝相談を行なっている筑波大学産科,

小児科では,相談受診者の半数以上が染色体検査やその他の特殊検査を必要としていた。

しかし,筑波大学で可能な検査は種類や精度の安定化に問題があり,特殊検査の全国レベル

のネットワーク化が望まれた。3)茨城県南部の市町村単位で行なわれている高コレステロ

ール血症の検診が,地域保健活動に密着した遺伝相談の一形態となりうることを報告した。


